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●

●

十
月
二
日
、
出
稼
者
を
激
励
す
る
「
出
稼
者

安
全
就
労
大
会
」
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
出
稼
者
三
百
人
が
参
加
す
る
中
、

主
催
者
の
田
中
町
長
が
、
「
安
全
に
み
な
さ
ん
が

働
け
る
よ
う
、
ま
た
、
冷
害
対
策
に
も
万
全
を

期
し
て
頑
張
り
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
・
続
い
て

出
稼
対
策
・
冷
害
対
策
が
説
明
さ
れ
、
五
所
川

原
職
安
の
熊
谷
所
長
の
講
演
の
あ
と
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
移
り
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
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54年度決算報告…………………P5

第2回総合体育大会……………P6

写真ニュース……………………P7

●スタンウッドから絵の寄贈

・金中ソフト県大会で優勝

・母子家庭を研修旅行へ
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Ｏ
損
害
肝
価
事
務

損
害
評
価
は
迅
速
か
つ
適
正

化
を
旨
と
し
て
、
農
業
共
済
組

合
等
の
現
地
評
価
は
九
月
十
六

日
か
ら
始
め
ら
れ
、
県
農
共
連

が
行
う
抜
取
調
査
に
つ
い
て
も

十
月
十
四
日
頃
で
終
了
し
、
国

の
損
害
認
定
を
受
け
、
被
害
農

今
夏
、
本
県
を
襲
っ
た
冷
害

は
、
当
町
に
二
十
一
億
円
余
の

被
害
を
持
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
町
で
は
冷
害

対
策
本
部
を
設
置
、
さ
ら
に
冷

害
危
機
突
破
町
民
大
会
を
開
き

十
二
項
目
の
救
済
対
策
事
項
を

国
・
県
に
陳
慨
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
よ
り
、
実
施

す
る
当
面
の
対
策
に
つ
い
て
、

資
料
が
届
き
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

水
稲
共
済
金
の

早
期
支
払
い

に
つ
い
て

共
済
金
の
早
期
支
払
い
を
夕
．

救
済
対
策
の

あ
ら
ま
し

家
に
対
し
、
共
済
金
の
年
内
支

払
い
に
つ
い
て
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。
（
十
二
月
中
旬
）

Ｏ
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
ま
で

⑪
農
家
か
ら
被
害
申
告
を
受
け

た
組
合
等
は
、
申
告
の
あ
っ
た

水
田
を
一
筆
ご
と
に
す
べ
て
調

査
し
ま
す
。
調
査
は
各
部
落
か

ら
選
ば
れ
た
評
価
員
が
検
見
に

よ
り
行
い
、
さ
ら
に
評
価
会
委

員
に
よ
る
調
査
を
し
ま
す
。

②
組
合
等
の
損
害
評
価
会
委
員

が
部
落
ご
と
に
抜
取
調
査
を
し

部
落
間
に
評
価
の
不
公
平
が
生

じ
な
い
よ
う
組
合
内
の
減
収
量

（
当
初
評
価
高
と
い
う
）
を
決

め
ま
す
。

⑧
組
合
等
の
報
告
を
受
け
た
県

農
共
連
は
、
県
内
の
各
組
合
等

へ
行
き
、
実
測
や
見
回
り
調
査

な
ど
を
し
て
各
組
合
等
の
損
害

評
価
の
公
正
、
均
衡
化
を
図
り

連
合
会
の
損
害
評
価
会
に
か
け

て
、
県
内
の
減
収
量
（
連
合
会

当
初
評
価
高
菖
と
し
、
農
林
水

●

天
災
融
資
法
の

発
動
と
激
甚
災

害
法
の
適
用

天
災
融
資
法
の
発
動
と
激
甚

災
害
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

被
害
の
大
き
さ
や
広
が
り
な
ど

の
基
準
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
冷
害
に
よ
る
被
害
は
こ
れ
に

充
分
該
当
す
る
の
で
、
全
国
的

に
農
作
物
の
収
穫
期
が
終
り
、

被
害
額
が
確
定
し
た
後
（
今
月

中
旬
）
に
は
法
の
適
用
が
な
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。

｜
、
天
災
貴
金
の
活
用

天
災
資
金
は
、
天
災
融
資
法

が
発
動
さ
れ
た
場
合
、
被
害
農

家
に
低
利
、
長
期
で
融
資
さ
れ

る
経
営
資
金
で
す
。
借
入
希
望

者
は
、
天
災
融
資
法
の
発
動
後
、

産
省
に
報
告
し
ま
す
。

㈱
農
林
水
産
省
で
は
、
連
合
会

の
報
告
を
受
け
、
農
林
統
計
情

報
部
の
調
査
に
よ
る
各
県
の
減

収
量
と
照
合
し
、
認
定
を
受
け

て
、
初
め
て
正
式
の
損
害
（
減

収
量
）
が
決
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ
の
よ
う
に
何
段
階
も
の
チ

ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
公
正
な
評
価

が
行
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

＜利 率＞町
長
か
ら
被
害
の
認
定
を
受
け

て
、
金
融
機
関
へ
融
資
の
申
込

み
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
融
資
限
度
額
〉

限
度
額
は
百
六
十
万
円
（
果

樹
栽
培
、
家
畜
飼
養
者
は
四
百

万
円
）
で
す
が
、
激
甚
災
害
法

が
適
用
さ
れ
た
場
合
に
は
二
百

万
円
（
果
樹
、
家
畜
は
四
百
八

十
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

牌 ’，や
＊特別被害地域の特別被害農業者（天災

による被害が、平年収量の30％以上の減収

で、かつ平年における農業総収入額の50％

以上の損失を受けた方）に貸付けられる。

3％資金

●
被害農業者（天災による被害が平年収量の

30％以上の減収で、かつ平年における農業

総収入額の10％以上の損失を受けた方）で、

損失額が平年における農業総収入額の30％

以上である方（3％資金の貸付に該当する

方を除く）に貸付けられる。

ま
た
、
天
災
資
金
を
借
受
け

た
者
が
償
還
期
間
中
に
再
び
天

災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合

に
は
、
融
資
の
限
度
額
は
、
前

述
の
限
度
額
に
既
に
借
入
れ
て

い
る
資
金
の
償
還
に
必
要
な
額

（
八
十
万
円
ま
で
）
を
加
え
た

額
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
乳
牛
飼
養
者
に
は

一
戸
当
り
五
万
円
、
乳
牛
以
外

5.5％以内資金

(現行5.05％）

被害農業者で、損失額が平年における農業

総収入額の10％以上30％未満の方に貸付け

られる。

の
牛
ま
た
は
馬
の
飼
養
者
に
は

一
戸
当
り
三
万
円
の
加
算
が
で

き
ま
す
。

〈
償
還
期
限
〉

償
還
期
限
は
資
金
の
種
類
に

よ
り
三
～
六
年
に
定
め
ら
れ
ま

す
が
、
激
甚
災
害
法
の
適
用
災

害
で
は
、
さ
ら
に
一
年
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
据

置
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

6.5％以内資金

（現行6.05％）

ﾛ

ーで

＊特別被害地域とは、旧市町村単位で被害農業者に占める

特別被害農業者の数力§10％(10戸)以上を占める地域を農林

水産大臣の承認を得て知事が認定した地域をいう。

（2）
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〈
資
金
使
途
〉

種
苗
、
肥
料
、
薬
剤
、
農
機

具
（
購
入
額
が
十
二
万
円
以
下

の
も
の
）
、
水
利
費
、
労
賃
、

農
業
共
済
金
の
掛
金
、
そ
の
他

農
業
経
営
に
必
要
な
経
費
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
借
入
相
談
〉

天
災
資
金
に
つ
い
て
の
借
入

相
談
は
、
産
業
課
、
農
協
で
応

じ
て
い
ま
す
。

二
、
自
作
農
維
持
貴
金
の
活
用

自
作
農
維
持
資
金
は
、
病
気

負
傷
あ
る
い
は
災
害
な
ど
で
農

地
、
採
草
放
牧
地
の
細
分
化
や

農
業
経
営
の
縮
小
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
必
要
資
金
を
農
林

漁
業
金
融
公
庫
が
融
資
す
る
も

の
で
す
。

借
入
希
望
者
は
、
農
業
委
員
会

に
備
え
付
け
て
あ
る
「
貸
付
適

格
認
定
書
」
に
「
農
業
経
営
安

定
計
画
」
を
添
え
て
、
農
業
委

員
会
に
提
出
し
、
知
事
の
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
貸
付
条
件
〉

⑪
利
率
年
四
・
六
％

②
償
還
期
限
二
十
年
以
内

⑧
据
歴
期
間
三
年
以
内

剛
貸
付
限
度
額
百
五
十
万
円

（
自
俺
農
維
持
資
金
の
借
入

残
高
が
あ
る
方
は
、
現
在
あ

る
残
高
と
通
算
さ
れ
ま
す
。

〆

例
え
ば
、
五
十
万
円
の
借
入

残
高
が
あ
る
場
合
、
限
度
額

は
百
万
円
に
な
り
ま
す
。
）

⑤
資
金
使
途
家
計
簿
及
び
農

業
経
営
費
な
ど
。

〈
借
入
相
談
〉

農
業
委
員
会
で
応
じ
て
い
ま

す
。※
な
お
、
借
入
に
は
連
帯
保
証

人
が
一
名
以
上
必
要
で
す
。

三
、
そ
の
他
の
賢
金
の
活
用

天
災
資
金
、
自
作
膿
維
持
資

金
の
借
入
れ
及
び
農
業
共
済
金

支
払
い
ま
で
の
間
の
つ
な
ぎ
資

金
を
必
要
と
す
る
農
家
に
は
、

被
災
農
家
救
済
つ
な
ぎ
資
金
が

あ
り
ま
す
。

⑪
取
扱
機
関
銀
行
等
金
融
機

関

②
貸
付
期
間

今
月
四
日
～
十
二
月
二
十
日

⑧
貸
付
条
件

㈹
貸
付
限
度
額

農
家
一
戸
二
十
万
円
ま
で

㈲
利
率
年
五
％

㈱
貸
付
先

五
反
歩
以
上
の
耕
作
者
で

三
十
％
以
上
の
被
災
農
家
で

あ
る
こ
と
。

い
資
金
使
途

被
災
農
家
が
維
持
継
続
に
必

要
と
す
る
経
費
。
、

⑤
借
入
相
談
先
産
業
課

●

四
、
既
借
入
金
の
償
還
条
件

緩
和
措
匝

被
害
を
受
け
た
農
家
で
農
業

関
係
制
度
資
金
の
償
還
に
著
し

く
困
難
を
き
た
し
て
い
る
方
に

は
、
倣
還
期
限
の
延
長
、
据
慨

期
間
の
設
定
等
の
方
法
で
償
還

条
件
の
緩
和
に
応
じ
て
い
ま
す
。

個
々
の
農
家
に
よ
り
方
法
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
借
受
け
た

金
融
機
関
へ
申
し
出
て
必
要
な

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

条
件
緩
和
に
関
す
る
相
談
は
、

産
業
課
、
農
協
、
金
木
地
区
農

業
改
良
普
及
所
で
応
じ
て
い
ま

す
。一

、
米
穀
の
生
産
農
家
は
八
月

初
め
ま
で
に
、
国
か
ら
一
俵
当

り
三
千
円
の
概
算
金
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
概
算
金
は
出
来

秋
に
売
り
渡
し
た
代
金
か
ら
差

し
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
の
よ
う
に
売
り

渡
す
米
が
な
い
場
合
は
、
受
け

と
っ
て
い
る
概
算
金
（
売
渡
代

金
の
合
計
が
概
算
金
の
合
計
に

米
穀
の
予
約
概
算
金

の
返
納
に
係
る

利
子
の
減
免
措
置

に
つ
い
て

天災による概算金返納に係る利子減免

唖 市町村生産者

(市町村長が認定）椥事ｶ濃榊鐵臣の謡を受けて様）（農林水産大臣が指定）

●
（凡例）

○減収量･…･･天災
による米穀

の減収量

○減収量の率は平
年収穫量に対す
るもの

○減収額･…･･天災

による農林

漁業収入の

減収額
o市町村……昭和
28年11月1

日現在の市

町村

●減収量70％以上
･減収額50%以上
(開拓者-30％以上）

●減収量20％以上●減収量30％以上
0％(免)-.--‐

･減収額50％以上
(開拓者-30％以上）

●減収量30%以上
70％未満

･減収額50％以上
(開拓者-30％以上）

被害農業者数が総被
害農業者数の10％以上

3.5％-...--．‐

30％以上
10%以上

･減収量
●減収額

･減収量30％以上6.5％--.----‐

その他8.25％-----…

(注）市町村には、減収量が20％以上の郡・市として指定

された郡・市の地域外の市町村のうち、上記市町村

に隣接若しくは近距離にある上記市町村と同条件の

市町村も含まれる。

（3）

二‘言

郡 市
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規
格
外
米

（
低
品
位
米
）
の

売
渡
し
に
つ
い
て

一
、
国
で
は
、
規
格
外
米
の
賢

い
入
れ
に
つ
い
て
、
対
象
米
穀

と
規
格
、
買
い
入
れ
価
格
の
方

針
を
決
め
、
今
月
八
日
に
官
報

告
示
し
ま
し
た
。

国
で
決
定
し
た
政
府
買
い
入

満
た
な
い
場
合
は
そ
の
差
額
）

に
一
日
当
り
年
率
八
・
二
五
％

の
利
子
を
つ
け
て
返
納
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

二
、
し
か
し
、
今
回
の
冷
害
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
農
家
に
対

し
て
は
、
天
災
融
資
法
に
基
づ

い
て
指
定
さ
れ
た
天
災
の
被
害

に
よ
り
、
当
初
予
定
し
た
売
渡

し
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
農

家
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
加

算
金
の
利
率
が
軽
減
、
あ
る
い

は
免
除
さ
れ
ま
す
。

三
、
な
お
、
予
約
概
算
金
の
返

納
に
係
る
利
子
の
減
免
措
極
の

具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

指
定
集
荷
業
者
が
限
度
数
量
の

減
額
改
訂
手
続
き
と
一
緒
に
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

該
当
さ
れ
る
方
は
登
録
さ
れ
て

い
る
指
定
集
荷
業
者
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

○
水
稲

一
、
水
稲
の
種
子
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
県
指
定
採
種
ほ
産
種

子
を
県
農
産
物
改
良
協
会
を
通

じ
て
希
望
農
家
へ
供
給
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
指

定
採
種
ほ
産
種
子
の
生
産
が
減

少
す
る
一
方
、
新
規
需
要
が
大

幅
に
墹
加
し
て
お
り
、
県
農
産

物
改
良
協
会
の
調
査
で
は
、
指

定
採
種
ほ
産
種
子
の
供
給
量
も

含
め
て
約
二
千
四
百
ト
ン
の
需
要

れ
対
象
の
規
格
外
米
と
価
格
は
、

未
熟
粒
混
入
甲
と
被
害
粒
混
入

甲
が
一
俵
（
玄
米
裸
六
十
キ
ロ
）

当
り
一
万
一
千
四
百
二
十
五
円
、

未
熟
粒
混
入
乙
と
被
害
粒
混
入

乙
が
同
一
万
一
千
三
十
六
円
、

青
未
熟
粒
混
入
が
同
一
万
八
百

二
十
一
円
ｌ
の
五
種
類
。
い
ず

れ
も
、
整
粒
歩
合
、
被
害
粒
率

な
ど
に
よ
り
ラ
ン
ク
づ
け
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
で
す
か
ら
、
農
家
で
は
、

不
正
規
ル
ー
ト
（
ヤ
ミ
米
）
に

よ
る
販
売
を
し
な
い
よ
う
に
、

登
録
し
て
い
る
指
定
集
荷
業
者

に
売
渡
し
の
委
託
を
行
っ
て
下

さ
い
。種
子
の確
保
対
策●

一
、
生
活
相
談
所
の
開
設

冷
害
に
と
も
な
い
、
今
後
の

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
役

場
内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
農

業
の
面
は
産
業
課
、
福
祉
関
係

は
民
生
課
、
税
金
の
こ
と
は
税

務
課
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
必
要
型
を
確
保
す
る
た
め
に
、

ア
キ
ヒ
カ
リ
、
ハ
マ
ア
サ
ヒ
、

シ
モ
キ
タ
に
つ
い
て
、
津
軽
地

域
に
お
け
る
採
種
可
能
な
農
家

に
準
種
子
（
採
種
ほ
産
以
外
の

種
子
）
確
保
の
協
力
を
求
め
て

い
ま
す
。

二
、
こ
れ
ら
の
品
種
の
う
ち
、

ア
キ
ヒ
カ
リ
、
ハ
マ
ア
サ
ヒ
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
必
要
垂
は
確
保

で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
シ
モ
キ
タ
に
つ
い
て

は
全
県
的
に
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
い
る
た
め
、
種
子
の
確

保
は
充
分
で
な
い
の
で
、
ハ
マ

ア
サ
ヒ
に
代
替
し
て
も
ら
う
よ

う
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
、

種
子
の
不
足
は
き
た
さ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

生
活
安
定対
策

ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
週
二

回
ほ
ど
、
福
祉
事
務
所
で
福
祉

に
つ
い
て
の
相
談
を
、
役
場
で

応
じ
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

利
用
下
さ
い
。

二
、
出
稼
者
の
安
全
就
労

出
稼
ぎ
に
い
く
農
家
の
方
は

次
の
こ
と
に
充
分
留
意
し
て
安

全
に
就
労
し
て
下
さ
い
。

○
出
稼
ぎ
前
に
家
族
と
よ
く
話

し
合
い
を
す
る
。

○
安
定
所
の
紹
介
で
就
労
す
る
。

○
出
か
け
る
前
に
健
康
診
断
を
。

○
役
場
か
ら
「
出
稼
労
働
者
手

帳
」
の
交
付
を
受
け
る
。

○
「
事
故
見
舞
金
制
度
」
に
加

入
す
る
。
（
一
人
六
百
円
）

○
事
故
等
が
起
き
た
ら
、
安
定

所
な
ど
指
導
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
。

三
、
世
帯
更
生
資
金

世
帯
更
生
資
金
は
、
所
得
の

低
い
方
に
資
金
を
貸
し
て
自
立

更
生
を
図
る
制
度
で
す
。
冷
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
家
等

の
う
ち
、
所
得
の
低
い
方
は
資

金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〈
申
込
み
〉

民
生
委
員
を
通
じ
て
金
木
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
込
み
ま

す
。四
、
町
税
減
免
の
特
別
措
置

●

冷
害
被
害
農
家
に
つ
い
て
、

次
の
要
領
で
町
税
の
減
免
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

〈
税
目
及
び
期
別
〉

町
県
民
税
三
期
、
四
期

国
保
税
三
期
、
四
期

〈
減
免
基
準
〉

平
年
の
農
作
物
収
入
金
額
に

対
す
る
損
失
額
（
共
済
金
額
を

控
除
し
た
額
）
が
百
分
の
三
○

以
上
で
、
前
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
四
百
万
円
以
下
の
町
民

税
及
び
国
民
保
険
税
の
納
税
義

務
者
、
た
だ
し
、
合
計
所
得
金

額
が
四
百
万
円
以
下
の
場
合
で

も
農
業
外
の
所
得
が
百
六
十
万

円
を
こ
え
る
も
の
は
除
外
さ
れ

ま
す
。

〈
減
免
の
割
合
〉

前
年
中
の
農
業
所
得
と
農
業

外
所
得
金
額
に
あ
ん
分
し
て
得

た
額
の
う
ち
次
の
区
分
に
よ
り

減
免
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
納
税
者
が
町
長
に
減
免
申

請
を
し
て
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
申
請
用
紙
は
、

税
務
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
相
談
し
て
申
請
し
て
下

さ
い
。な

お
、
減
免
基
準
は
平
年
の

水
稲
収
入
金
額
ば
か
り
で
な
く

り
ん
ご
等
の
代
金
を
含
む
金
額

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
・

五
、
国
民
年
金
保
険
料
の
特
別

免
除国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
被
災
農
家
の
被
保
険
者

に
、
保
険
料
免
除
申
請
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
は
今

月
二
十
九
日
ま
で
で
す
の
で
、

印
鑑
を
持
っ
て
国
民
年
金
係
ま

で
お
い
で
下
さ
い
。

●
戦
鮒
・
叩
・
認
・
詫
魚
・
魂
・
苓
詑
・
認
・
苓
苓
謡
・
認
・
稔
・
認
・
認
・
蕊

群
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
へ
／
ふ
》

》
タ
バ
コ
は
》

》
町
内
ガ
ら
韓

買
い
ま
》

》
）

し
よ
う
》

〃

：：

：：

認

＃
蕊

（4）

合計所得金額

120万円以下

160万円〃

220万円ノ

300万円〃

300万円をこえるとき

減免.割合

10割以内

8割〃

6割〃

4割〃

2割〃
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ザ

可

五
十
四
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
歳
入
三
十
億
九
千
九

百
七
十
五
万
五
千
六
十
九
円
、

歳
出
二
十
九
億
八
千
五
百
七
十

八
万
三
千
九
百
五
十
七
円
で
、

差
引
一
億
一
千
三
百
九
十
七
万

一
千
百
十
二
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

九
月
十
九
日
に
開
会
し
た
第
九
十
三
回
定
例
町
議
会
で
、
昭

和
五
十
四
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

｜
般
会
計

一
億
一
千
三
百
万
円
の
黒
字

●

ま
た
、
こ
の
決
算
額
は
五
十

三
年
度
に
比
べ
、
歳
入
で
十
二

％
、
歳
出
で
十
二
・
五
％
伸
び

て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉

財
政
事
情
に
よ
り
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
は
、
全
体
の
三

十
三
・
七
％
を
占
め
、
十
億
四

千
七
百
五
十
五
万
三
千
円
で
し

た
。
（
対
前
年
度
比
七
・
九
％

の
増
）金
木
統
合
小
学
校
や
自
然
休

養
村
事
業
な
ど
、
町
の
事
業
に

国
や
県
が
補
助
金
や
負
担
金
を

助
成
す
る
国
庫
支
出
金
や
県
支

出
金
も
二
十
八
・
四
％
を
占
め

八
億
八
千
百
六
十
六
万
九
千
九

百
三
十
六
円
で
し
た
。
（
対
前

年
度
比
三
十
一
・
四
％
の
増
）

一
方
、
自
主
財
源
の
町
税
は

十
・
七
％
の
三
億
三
千
二
百
十

五
万
五
千
八
百
八
十
七
円
で
、

三
割
自
治
に
も
、
ま
だ
ほ
ど
遠

い
感
じ
で
す
。

〈
歳
出
〉

各
種
建
設
事
業
の
投
資
的
経

費
は
十
四
億
三
千
七
百
六
十
三

万
四
千
円
で
四
十
八
・
一
％
を

占
め
て
お
り
、
前
年
度
の
構
成

比
よ
り
七
・
六
％
伸
び
て
い
ま

す
。

こ
れ
に
対
し
、
人
件
費
は
二

十
・
二
％
の
六
億
三
百
六
十
七

万
一
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
三

・
四
％
割
合
い
が
減
っ
て
い
ま

す
。

●
⑥0四0曲唾0曲0四0画0曲0函O四0曲0m0曲OあOm0配0mO団0画0函0函0四0歯0m0曲0西0曲0＠口

ロ
囹
巨
囹
口
囹
口
囹
口
圃
口
囹
口
臣
匡
Ｈ
Ｐ
用
口
囹
口
阻

囲
口
用
口
囹
口
囲
口
囲
口
囹
口
囹

特号U会計

・国民健康保険特別会計
（事業勘定）

歳入6億7,624万6,256円 (対前年度比1．1％増）

（〃2．9％減）

ｊ
ｊ
減
減
％
％
８
０

(対前年度比8

（〃6

（対前年度比80．1％減）

（〃62．4％減）

（55年度で補てん）

画0画四0画0四U四0面0画四画0四
f1.3％）

（5）

＝ ‐ｰ
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十
月
十
日
の
体
育
の
日
、
町

内
四
カ
所
で
、
第
二
回
金
木
町

総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

去
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の

総
合
体
育
大
会
も
、
今
年
は
冷

害
の
た
め
参
加
者
が
少
な
い
の

で
は
、
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
に
、
五
百
八
十
人
余
り

が
参
加
し
て
大
盛
況
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

大
会
は
午
前
九
時
か
ら
競
技

が
開
始
さ
れ
、
陸
上
競
技
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
パ
レ
ー
ポ
ー
ル

卓
球
の
四
種
目
に
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
陸
上
競
技
〕
（
◎
大
会
新
、

△
大
会
タ
イ
記
録
、
名
前
は
順

位
に
よ
る
）

〈
六
○
肘
〉
●
小
女
五
年
藤

／'

筆
画
総
合
体
育
大
会

ス

ポ
ー
ツ
で

体
を
き
た
え
よ
う
“

開
か
れ
る

ｌ
参
加
者
は
五
百
人
Ｉ

本
佳
子
（
金
）
、
今
三
可
子
（
嘉
）

鳴
海
郁
子
（
〃
）
●
小
男
五
年

黒
川
（
嘉
）
、
米
塚
（
〃
）
、
鳴
海

（
〃
）

〈
一
○
○
財
〉
●
小
女
四
年

△
田
中
郁
（
金
）
、
泉
谷
麻
起
子

（
川
）
、
田
中
司
（
金
）
●
小
女

－－－~－~~一声~－~一弓~〒1
，1
､D

J‘

●

五
年
白
川
恵
（
金
）
、
金
久
直

美
（
喜
）
、
古
川
令
子
（
嘉
）
●

小
女
六
年
白
川
明
世
（
川
）
、

鴫
海
友
香
（
嘉
）
、
山
中
佐
恵
子

（
嘉
）
●
小
男
四
年
◎
木
村

文
俊
（
嘉
）
、
◎
近
村
則
彦
（
金
）

小
山
内
順
也
（
嘉
）
●
小
男
五

年
△
三
上
孝
宏
（
金
）
、
平
川

新
也
（
嘉
）
、
岡
田
戒
（
嘉
）
●

小
男
六
年
中
村
正
二
（
金
）
、

木
村
匡
宏
（
嘉
）
、
石
戸
谷
恒
鋭

（
金
）
●
中
女
一
年
◎
渋
谷

裕
子
（
金
）
、
工
藤
り
つ
子
（
〃
）

伊
藤
美
幸
（
南
）
●
中
女
二
年

◎
中
谷
睦
美
（
金
）
、
◎
土
岐
冬

子
（
〃
）
、
△
木
庭
袋
恵
（
〃
）

●
中
女
三
年
増
田
美
加
子
（

ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
南
）
、
田
中

，
；
工
春
美
（
金
）
、

臘
訓
謹

夕
ｒ入
．

一
男
一
年
。

〉
ｙ
一
》
稲
久
準
咋

罪

〆
１
－
鵬
匪

・
三
〃
）
●
中

ｌ
『

幸
男
一
一
年
白

’、
‐
■
↑
川
孝
治
（
金
）

一
中
元
昌
也
（

１
１
『
ｌ

ｒ
’
１
．
〃
）
、
藤
本

寺
！
『
‐・
一
，
一
貴
久
（
〃
）

「

一
●
中
男
三
年

高
橋
篤
（
金
）
、
工
藤
憲
司
（
〃

）
、
山
中
一
彦
（
南
）

〈
二
○
○
鮒
〉
●
小
女
六
年

三
上
雅
世
（
金
）
、
伊
藤
真
由
美

（
嘉
）
、
古
川
真
由
美
（
喜
）
●

小
男
六
年
吉
崎
蓄
也
（
嘉
）
、

今
享
（
喜
）
、
原
田
勇
（
川
）

〈
八
○
○
財
〉
●
中
女
泉
谷

ゆ
か
り
（
金
）
、
三
潟
美
枝
子
（

〃
）
、
中
村
栄
子
（
南
）

〈
一
五
○
○
肘
〉
●
小
男
鎌

田
健
嗣
（
嘉
）
、
鎌
田
信
一
（
〃
）

舛
甚
光
春
（
〃
）
●
中
男
今

和
行
（
南
）
、
秋
谷
友
行
（
〃
）
、

徳
田
喜
代
司
（
金
）

〈
四
○
○
鮒
リ
レ
ー
〉
●
小
女

金
木
Ａ
、
川
倉
Ａ
、
嘉
瀬
Ａ
、

●
小
男
嘉
瀬
Ａ
、
金
木
Ａ
、

金
木
Ｂ

〈
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ
ー
〉
●

中
女
金
中
Ａ
、
金
中
Ｂ
、
南

中
Ａ
●
中
男
南
中
Ｂ
、
金

中
Ｂ
、
南
中
Ａ

〈
走
巾
跳
び
〉
●
小
女
阿
部

育
子
（
金
）
、
津
島
和
永
（
〃
）
、

山
中
美
紀
（
嘉
）
●
小
男
榊

俊
人
（
金
）
、
佐
藤
博
幸
（
〃
）
、

工
藤
猛
（
嘉
）

〈
ポ
ー
ル
投
げ
〉
●
小
女
桑

田
恵
子
（
金
）
、
成
田
奈
津
子
（

嘉
）
、
藤
田
明
子
（
〃
）
●
小

男
白
川
淳
二
金
）
、
大
橋
淳

哉
（
豊
、
今
和
彦
（
〃
）

●
●
小
男
四
年
沢
田
尚
希
（
嘉
）

佐
藤
仁
（
金
）
、
中
野
拓
次
（
嘉
）

松
橋
隆
仁
（
金
）
●
小
女
四
年

斎
藤
純
子
（
嘉
）
、
吉
崎
静
花
（

〃
）
、
斎
藤
美
加
子
（
〃
）
、
伊

藤
朋
美
（
〃
）
●
小
男
五
年
吉

崎
裕
起
（
嘉
）
、
山
中
栄
（
〃
）
、

秋
元
謙
也
（
金
）
●
小
女
五
年

木
下
香
（
嘉
）
、
花
田
直
子
（
〃
）

斎
藤
恵
美
子
（
参
）
●
小
男
六

年
成
田
昭
雄
（
嘉
）
、
葛
西
心

悟
釜
）
、
斎
藤
文
裕
季
（
〃
）
、

〔
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
〕一
位
金

木
べ
ん

ふ
り
Ｃ

二
位
川

倉
愛
球

〈
室

三
位
金

木
走
友

〈
云

三
位
西

岩
見
町

Ｃ

〔
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
）一
位
ハ

ニ
位
ア

三
位
ゲ
〃
芦

〔
卓
球
〕
（ ハ

ッ
ピ
ー

ア
ッ
プ
ル

ゲ
オ
ー
ル

野一
・
二
・
三
位
）

岐
和
仁
（
参
）
、
成
田
綱
紀
雷
）

●
中
学
女
太
田
登
美
子
（
南
）

原
田
ゆ
か
り
（
〃
）
、
関
谷
真
紀

（
金
）
、
松
川
和
代
（
南
）
●
一

般
男
（
三
十
五
才
未
満
）
白

取
光
義
、
大
橋
次
男
、
伊
藤
国

博
、
伊
藤
弘
治
●
同
（
三
十

五
才
以
上
）
関
谷
昭
則
、
小

田
桐
久
一
、
米
谷
哲

古
川
政
一
（
嘉
）
●
小
女
六
年

蛸
島
里
美
（
嘉
）
、
山
中
綾
子
（

〃
）
、
小
松
千
花
（
〃
）
、
鳴
海
美

順奈

子
（
〃
）
●
中
学
男
今
俊

（
南
）
、
葛
西
光
洋
（
金
）
、
土

（6）
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十
月
四
日
、
五
日
行
わ
れ
た
青
森
県
中
学

校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
、
金
木
中

学
校
ソ
フ
ト
部
（
佐
々
木
慶
一
郎
監
督
）
が
決

勝
で
五
所
川
原
二
中
を
三
‐
二
で
破
り
、
優

勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

qみ
‐
Ｉ

．＃
、=三◆

傷
逗濯蔓一

七月に当町の中・高校生11名が研修に行
ったアメリカのスタンウット町へ、田中町

長がメッセージとヒパコケシを贈りました

が、そのお返しにスタンウット町からメッ

セージと絵が贈られてきました。
？

同
十
二
日
、
金
木
町
連
合
青
年
団
で
は
、

町
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
母

子
家
庭
と
の
研
修
旅
行
を
行
い
、
地
域
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ｑ

●

近
ご
ろ
は
お
酒
を
飲
む
女
性

が
ふ
え
て
い
ま
す
。
ビ
ア
ホ
ー

ル
で
大
き
な
ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け

て
い
る
女
性
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
が
、
「
お
酒
を
ち
ょ

っ
と
で
も
飲
む
と
、
胎
児
は
ア

ル
コ
ー
ル
漬
（
づ
）
け
に
な
り
ま

す
よ
」
と
妊
産
婦
に
警
告
し
て

い
る
の
は
、
福
井
県
坂
井
町
の

町
立
三
国
病
院
産
婦
人
科
医
長

の
新
美
洋
代
さ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
妊
婦
に
及
ぼ

す
影
響
の
研
究
を
続
け
て
十
数

年
に
な
る
新
美
医
長
は
、
三
百

七
十
二
人
の
妊
婦
に
つ
い
て
調

べ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
胎
児
が

ア
ル
コ
ー
ル
に
浸
っ
て
い
る
と

い
う
実
態
が
わ
か
っ
た
そ
う
で

す
。
清
酒
で
毎
日
一
合
（
百
八
十

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
以
上
飲
ん
で

い
る
婦
人
は
十
七
人
（
四
？
六

％
）
、
週
一
回
以
上
飲
ん
で
い

る
婦
人
は
百
三
十
五
人
（
三
十

六
・
三
％
）
も
い
ま
し
た
。
分

念
お
酒
と
女
性

保
健
婦
か
ら
一
言

●
子
栂
造
が
簡
単
な
ア
ル
コ
ー
ル

は
、
タ
ン
パ
ク
面
な
ど
と
違
っ

て
胎
盤
を
あ
っ
さ
り
と
通
過
し

ま
す
。
こ
の
た
め
母
体
の
血
中

の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
は
、
胎
児

の
そ
れ
と
瞬
時
に
、
同
時
数
値

今
年
の
所
得
税
予
定
納
税
第

二
期
分
は
、
十
二
月
一
日
が
期

限
で
す
。
お
忘
れ
な
く
／
，

な
お
、
こ
の
た
び
の
冷
害
な

ど
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
農
家

の
方
々
は
、
今
月
十
五
日
ま

で
に
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
予
定
納
税
額
が
減
額
に
な

っ
た
り
納
付
し
な
く
て
も
済
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。

申
請
の
手
続
等
に
つ
い
て
は

税
務
署
か
役
場
税
務
課
に
ご
相

所
得
税
第
二
期
分
の

納
期
は
十
二
月
一
日
で
す

を
示
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
妊
娠
三
ヵ
月
ま
で
の
胎
芽
期

の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
し
た
ら
お
酒
は
飲
ま
な
い

よ
う
に
と
新
美
さ
ん
は
強
調
し

談
下
さ
い
。

※
五
所
川
原
税
務
署

書
０
１
７
３
３
④
３
１
３
６
）

※
税
務
課

香
③
２
１
１
１
内
線
配
・
配
）

十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

税
を
知
る
週
間
で
す
。
税
務
相

談
や
座
談
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
ど
う
ぞ
五
所
川
原
税
務

署
へ
出
か
け
て
み
て
下
さ
い
。

て

、
税
を
知
る
週
間

（7）
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あ
む
お
召
す
畷

火
事
を
出
す
の
も

メガネ石

防
ぐ
の
も
．
．
．

●

季
節
的
に
火
の
恋
し
い
時
期

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お

宅
で
は
冬
期
間
の
暖
房
器
具
の

準
備
は
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、

薪
ス
ト
ー
ブ
、
石
炭
ス
ト
ー
ブ

を
使
用
す
る
家
庭
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
際
、
特
に
注
意

し
て
ほ
し
い
の
は
、
こ
れ
ら
の

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
方
法
に
つ
い

て
で
す
。
昨
年
は
、
ス
ト
ー
ブ

台
や
煙
突
の
取
り
付
け
ミ
ス
に

よ
る
火
災
が
数
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
石
油
暖
房

器
具
も
新
製
品
が
売
り
出
さ
れ
、

石
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー
等
は
安
全

と
い
う
先
入
観
を
も
た
れ
が
ち

で
す
が
、
温
風
に
よ
っ
て
乾
い

た
洗
た
く
物
が
落
下
し
て
、
火

災
が
発
生
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

冬
期
間
、
一
日
中
使
用
す
る
暖

房
器
具
で
す
の
で
、
十
分
に
安

全
、
確
実
な
取
り
付
け
を
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
防
火
に
つ
い
て
の
困

り
事
や
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
金
木
消
防
署
、
津
軽
北
部

消
防
事
務
組
合
本
部
へ
お
気
軽

に
お
立
寄
り
、
ま
た
は
電
話
で

ご
相
談
下
さ
い
。
〕

（
九
月
分
）

（
鋤
吐
露
記
一
睡
二
率
露
柿

（
”
織
岡
降
乖
一
鉦
彦
）
嬉
睡
蔀

（
剛
鋸
蓉
群
一
融
鈍
一
州
里
媚

（
伽
鰡
調
琴
子
一
恋
畦
桂
里
峨

（
九
月
分
）

原
田
由
佳
（
佳
昌
）
中
柏
木

松
川
聡
佳
（
勉
）
嘉
瀬

津
島
由
香
子
（
伸
幸
）
金
木

阿
部
崇
（
良
一
）
嘉
瀬

原
田
健
佑
（
順
二
金
木

今
奈
智
美
（
秀
則
）
喜
良
市

佐
野
仁
美
（
二
蒔
田

沢
田
匡
希
（
憲
）
嘉
瀬

工
藤
聡
子
（
達
男
）
金
木

米
谷
明
修
（
廣
明
）
〃

中
井
術
（
清
悦
）
〃

今
健
志
（
寿
彰
）
〃

木
村
可
奈
子
（
裕
悦
）
〃

木
村
美
沙
子
（
渭
忠
）
〃

磯
野
浩
美
（
義
則
）
喜
良
市

吉
田
拓
己
（
陽
一
郎
）
蒔
田

門
間
美
輪
子
（
勇
悦
）
金
木

小
寺
芽
瑠
（
覚
）
〃

出
生

結
婚

●
〆一、〆一、〆-、〆一、〆一へ〆一、〆一、〆一へ〆一、／一ヘ〆一、〆一、〆一、／一、〆一ヘ〆一、〆一、／一、

松津田成相沢沢鴫荒小大宮伊対横吉栗大小関土岡鴫山泉白成工工須阿竹松今吉武
沢島中田馬田井海関杉谷木藤馬山野田佐松川田田海中谷戸田藤藤藤部内橋崎内
ルみ賀り利美和る真ま

典正不晃節裡イ尋美栄つ則俊国朋精美や八和幸節京恵幸い幸秀徳知幸圭修ゆ一
子治美彦子治子文津八子男子芳枝一香巌子郎子釜子一子男子治子文子一子司美夫

霊議譲雲蕊蕊蕊蕊霊霧謹蕊雲寧藝蕊需琴
･-～司一、一郎、-～､-～、一郎、-～、-ヘーーーーー郎郎図郎一郎郎一助、-～、-～－
五金、-岩弘一神金金新川､-．嘉弘喜東塞川嘉一、~喜嘉~"ji卜、-喜喜一中金中喜嘉神

八秋良嘉車金良良木里里良奈
鼎木籟辮帛木木置倉菖瀬鼎慧驫倉瀬戸田市瀬瀬倉力木市市造町木町市瀬川

ヘ
佐
藤
文
則
（
善
蔵
）
五
所
市

《
今
節
子
（
勝
義
）
喜
良
市

（
鉦
卦
美
趣
建
錘
轆
一
椎
里
砿

お
悔
や
み

（
九
月
分
）

泉
谷
ミ
ツ
（
ぬ
）
川
倉

木
下
亀
太
郎
（
両
）
嘉
瀬

角
田
健
（
蛇
）
金
木

山
本
ア
キ
（
沼
）
嘉
瀬

鳴
海
な
み
（
“
）
〃

黒
川
平
内
（
“
）
〃

葛
西
直
太
郎
（
和
）
〃

飛
鳥
勲
（
瓢
）
川
倉

（8）
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